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縁起物「奇跡のみかん」の摘み取り（12/27）、配布（1/1～3） 

年末年始の特別イベント（12/31～1/9）のお知らせ 
 

早いもので申年もまもなく終わろうとしています。「たき火にあたるサル」では大変お世話になりました。 

この年末年始もさまざまなイベントを企画しています。恒例の①縁起物「奇跡のみかん」の摘み取りと配布に

加え、2016 年申年の最後日（12/31）には 1 年間を振り返る②「ゆく年サル年」を、お正月には③「サルおせち」

を、成人の日には④「二十歳のお祝い」を開催します。 

年末年始の団らんに、ホッとする話題としてぜひご紹介いただければ幸いです。 

①縁起物「奇跡のみかん」の摘み取り（12/27）と配布（1/1～3） 

今年もゴリラのフンから実をつけた『奇跡のみかん』がたわわに実りました。 
 どうして「奇跡」なのかと申しますと、実はゴリラのウンチに混じっていたみかん（甘夏のなかま）の種が奇跡的
に生き残り、大樹となり、甘い実を結んだのです。 
 
①-1「奇跡のみかん」の摘み取り    
日時：2016 年 12 月 27 日(火) 13:30～  場所：アフリカセンター 
ゴリラの檻の脇のみかんの木の周辺で、奇跡のみかんの摘み取りをおこないます。摘み取りは、ゴリラを室内
に収容して実施します。みかんとゴリラが一緒に写った写真は、データにてご提供可能です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①-2「奇跡のみかん」プレゼント    
日時：2017 年 1 月１日(日・元旦)～3 日(火)10:00～ ※なくなり次第終了 
場所：アフリカセンター屋外 ゴリラ前 
各日先着 60 個（予定）の「奇跡のみかん」をプレゼントいたします。 

※霊長類の保全、福祉、環境教育のために、お志も受け付けます。 
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奇跡のみかんとゴリラの 
タロウ①（提供可能写真の一例） 

奇跡のみかんとゴリラのタロウ② 
（提供可能写真の一例） 



資料① ： 奇跡の理由 

① モンキーセンターのゴリラは毎日、みかん類を食べています。はっさくや甘夏には種がたくさん含まれます
が、一部は噛み潰されてしまいます。 

② 生き残った種はフンとともにゴリラの体内から出てきます。しかし、毎日の清掃によりほとんどが回収され処
理されます。 

③ まれに生き残った種が発芽しても、除草されたり踏み潰されたりして、ほとんどが生き残りません。 

 

資料② ： 奇跡の裏にあるゴリラと植物の関係 

“奇跡”の裏にある大切なこと ゴリラのフンが森を育てる！ 

・野生のニシローランドゴリラはさまざまな果実を食べますが、多くの場合、果実の中の種もそのまま飲み込ん
でしまいます。飲み込まれた種は消化されず、フンと一緒に排出されます。 

・ゴリラが移動して離れたところにフンをすると、森のあちこちに種が捲かれます。また、フンから出てきた種は、
通常の落下種子よりも発芽率が高くなります。こうして植物は子孫を増やしていきます。 

・ゴリラに種を運んでもらうために、一部の植物はゴリラが好む果実をつけ、飲み込まれやすい種を作るよう進
化してきました。 

・これらの植物とゴリラの共生関係は、長い進化の中で育まれてきました。もしもゴリラが絶滅してしまった
ら、、、！？ ゴリラを守ることは、森全体を守ることにもつながるのです。 

 
資料③ ： ニシローランドゴリラについて 

ニシローランドゴリラ 

 

 

英名 Western Lowland Gorilla 

 

学名 Gorilla gorilla gorilla 

CITES Ⅰ 

IUCN ＣＲ 

分布 

 

ナイジェリアからコンゴにかけてのア

フリカ大陸西部 

 

会える場所 アフリカセンター 

 

 現生では最大級の霊長類。 
 性差が大きく、オスは大きいもので体重 200kg を超えるものもいるが、メスはその半分くらいである。 
 オトナのオスは背中の体毛が白くなり、シルバーバックと呼ばれる。 
 1 頭のシルバーバックと複数のメスとその子供によるハーレム型の集団をつくる。大きな群れでは複

数のシルバーバックが存在することもある。 
 果実や草、葉、つるなどを主に食べる。 
 地上では、手の指の中節の背側を地面につけるナックル歩行で移動する。大きな体だが、実は木登

りも得意。 

 

 



②ゆく年サル年 

日時：2016 年 12 月 31 日（土） 
 
2016 年申年の締めくくりとして、園内のいろいろな所でサルや類人猿を紹介し申年を振り返るガイドをおこない
ます。 どなたでもご参加いただけます。途中からの参加も可能です。申年の締めくくりにぜひご参加ください。 

10：30～ Wao ランド 
11：30～ アフリカセンター 
12：30～ アフリカ館 
13：30～ ギボンハウス、モンキーバレイ 
14：30～ リスザルの島、モンキースクランブル  
15：30～ ヒヒの城 
 

③サルおせち 

日時：2017 年 1 月 1 日（日・元旦）～1 月 8 日（日） 13：30～ 
 
特別に用意した食べ物を、担当者が工夫しながらお正月らしく豪華に飾り付けて、おせちをつくり、動物たちに
届けます。動物たちが楽しみながら喜んで食べる姿をご覧いただけます。来園者のみなさまとお正月のおめで
たい雰囲気を味わいたいと思います。 

1/1（日） アフリカセンター・チンパンジー 
1/2（月） Ｗａｏランド・ワオキツネザル 
1/3（火） ギボンハウス～ビッグループ・テナガザル 
1/4（水） リスザルの島・リスザル 
1/5（木） アフリカ館のサルたち 
1/6（金） マダガスカル館のキツネザル 
1/7（土） ヒヒの城・アヌビスヒヒ 
1/8（日） アフリカセンター・ゴリラ  
 

 

  
※2016 年の「サルにお年玉」イベントの様子です ※写真はイメージで、当日のおせちの内容は異なります。 



③二十歳のお祝い 

日時：2017 年 1 月 9 日(月・祝) 13：30～ 

集合場所：ビジターセンター   

実施場所：アフリカ館、南米館屋内展示室 予定 

 
二十歳のサルたちに、とっておきのおやつや長寿、健康を祈願したプレゼントを贈り、みなさまと一緒にお祝
いをします。サルたちの二十歳は若いの？お年寄りなの？ヒトとは違うサルたちの二十歳をご紹介します。 

二十歳になるサルたち（一部）： 
アフリカ館 

・パタスモンキー アトラス♂（1997/3/19 生まれ） 
・サバンナモンキー テン♂（1996/7/19 生まれ） 

南米館 
・サンタレムマーモセット スチュアート♂（1997/1/18 生まれ） 
 

 

 

 
これらの他にも、年末年始にはさまざまなイベントを予定しております。 

 ・冬の風物詩「たき火にあたるサル」 

 ・夜猿神社 七福猿と三賢人めぐり 

 ・サルみくじ 

 ・モンキーセンターからのお年玉♪ 

 ・ワオしっぽ限定 60 本販売 

詳しくは Web サイトをご覧ください。  http://www.j-monkey.jp/event/ 
 

 

お問い合わせ先 

本件に関するお問い合わせは以下へお願いいたします。 

 〒484-0081 愛知県犬山市犬山官林 26 公益財団法人日本モンキーセンター 

 TEL：0568-61-2327 FAX：0568-62-6823 メール：info@j-monkey.jp 

実施担当：附属動物園部 坂口、田中、荒木 

問合せ先：学術部 高野、赤見、新宅、綿貫、早川、大渕、江藤 

パタスモンキー アトラス♂ サバンナモンキー テン♂ サンタレムマーモセット スチュアート♂ 


